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1 サイレント映画とメーキャップ
チャーリー・チャップリンの名作『キッドJ(1921)を繰り返し見るうち
に，いつしか気になってきた点がある。俳優たちのメーキャップだ。とくに
冒頭に出てくる二人組の自動車泥棒は厚塗りが目立ち，白い仮面をかぶって
いるようにすら見えてしまう O 顔の白いドーランが首の上部まで塗られてい
るのが，はっきりと見て取れてしまうのだ。これは，自然なメークに慣れた
現代の観客には，落ち着かない体験だと言わねばならない。
もちろん，映画が進行してチャップリンの絶妙のギャグに笑い，悲劇的な
展開に目を潤ませているうちに(そして，ジャッキー・クーガンの可愛らし
さに微笑んでいるうちに)，そうした不自然さなどはいつのまにか忘れてし
まうことになる。そんなことは，映画の感動に比べればどうでもいいことな
のだ。じっさい，この映画の素晴らしさに比べれば，脇役の不自然なメーキャッ
プなどは取るに足らないと断言していい。
だが，ふたたび「キッド」を見直す段になると，また冒頭の泥棒たちを
見てメークの不自然さを痛感させられるのだ。そして疑問を抱くことにな
る一一完壁主義で有名だったはずのチャップリンが，いったいなぜこのよう
な不自然なメークを使ったのだろうか? 彼は観客がこの欠点に気づくので
はないかと心配しなかったのだろうか，と。
これはあくまで推測になるのだが，チャップリンがこの不完全なメークを
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そのまま残したことにはいくつかのケースが考えられると思う。まず，チャッ
プリンが欠点に気づきながらも，この細部にあまり拘泥しなかった可能性だ。
この時期，映画は劇場で上映されるだけのその場限りの娯楽であり，観客が
撮影や編集上の細かいミスなどに気づくことはあまり考えられなかった。現
代のように， ビデオや DVDで何度も同じショットをチェックするようなこ
とは不可能だったのだ。観客は現在進行形の上映の流れに身をゆだねるほか
はなく，とくにそれが『キッド』のように面白い作品の場合，細部の破綻に
こだわっている余裕はなかったはずだ。「多少の不具合があっても， どうせ
誰も気づきはしないさ」とチャップリンが考えたとしても決して不思議では
ないた'ろう(そしてそれは当時としてはまっとうな判断だったと思う O ビデ
オや DVDで何度も見ることがなければ，私自身もとくに意識はしなかった
だろう)。
また，チャップリンはミュージック・ホール出身のコメディアンだった。
顔にドーランを厚く塗って舞台に出ていた彼にとって，映画の撮影でもドー
ランを使ったメーキャップはごく自然な選択であり，それを欠点だとは思わ
なかった可能性も十分にある。言いかえれば，彼にとっては，劇場用のメー
キャ、yプとそがよりリアリティを持っていたのかもしれない。じっさい，後
年の秀作『ライムライトJ(1952)で，彼は老いたお笑い芸人を演じること
になるが，主人公が楽屋の鏡の前でドーランを落とすシーンなどを思い入れ
たっぷりに撮っていたことが思い出される。チャップリンにとっては，劇場
周のメークはとても大事なもの，彼の芸人としてのアイデンティティでもあっ
たのかもしれなL、。
しかし，もう一つ忘れてなちないのは，この時期のサイレント映画が，メー
キャップの点ではじつは未熟な段階，少なくともまだ試行錯誤の段階にあっ
たということだ。チャップリンはもちろんのこと， Iアメリカ映画の父」と
呼ばれる D'W ・グリフィス監督や， Iアメリカの恋人」と呼ばれた女優メ
アリー・ピックフォードなどがそうであったように，初期の映画関係者は舞
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台の出身者が多かった。彼らとしては，芝居で使われるドーランを映画でも
とりあえず使うのが自然な成り行きだったと雪える。おそらくはそのために
かえって映凶撮影に適したメークの開発が遅れることになり， このような不
自然なメークで妥協することを余儀なくされていたのではないだろうか。
じっさい，グリフィスのサスペンスものの短編「見えざる敵J(1912)で
も主役の二人の若い娘たちは自然な表情でキャメラにとらえられているの
だが，兄の顔は(とくに，妹たちの危難を電話で知って彼が叫ぶところをク
ロースアップで撮ったショットでは)厚く塗った白いドーランがはっきり目
立ってしまう。サスペンスフルな場面であるにもかかわらず，思わず苦笑し
てしまうO もしかしたら，この俳優もまた舞台俳優であり，普段の舞台用メー
クのままで出演していたのかもしれなL、。
当時のメーキャップ技術について，サイレント期から映画の演出をしてき
たアンドリュー・ストーン監瞥は，あるインタビューで昔を振り返ってこう
語っている一一「当時のメーキャップは不自然きわまりなかった。サイレン
ト映画期のあいだずっと，俳優たちは仮面をかぶっているように見えたもの
だ。たいていの俳優がね。もともと舞台ではひどいメークが使われていた。
だから，役者たちは思ったんだろうね， ~映画でもあれを使わなきゃならな
い』と……私は自分の作品では，男優にはメークを使わせなかったし，女優
にもメーキャップをしないように説得したものだよ。あれはクレージーだっ
たからねJo(Villecco: 176) 
要するに，少なくとも 1910年代の前半までは，ナチュラルな顔の色合い
を実現するような映画用メークは存在しなかったと思われる。じっさい，黒
と自のグラデュエーションだけで肌色(白人の肌の色)を表現することは想
像以上に困難だったと言われている。おそらく，俳優の顔の自然な色合いを
引き出すような映画撮影用のメーキャップを作り出すことは，この時期のハ
リウッドの大事な課題の一つだったのだ。
そんなハリウッド映画のメーキャップの革新に，少なからぬ貢献をしたと
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言われている人物がいる。それは意外な人物だったとも言えるだろう o有名
な化粧品会社マックス・ファクターの創業者だったマックス・ファクターだ。
2 マックス・ファクターの貢献
マックス・ファクターは， 1877年にポーランドで生まれている。一時は
ロシア王朝のロマノフ家の専属のユターャ人美谷師であり，彼のつくるかつら
やヘアピースは好評だったという。だが，ユダヤ人に対する迫害から逃れる
ために， 1904年に，彼はアメリカへ移り性むことになる。当時は，一日に
約5，000人がアメリカに入国するという，いわゆる「一新移民J(東欧や南欧
からの移民)流入のピークだった。
彼はニューヨークで入国してから，すぐに万国博覧会が開催されることに
なっていたセントルイス市に移り， じっさい，博覧会では化粧品のブースを
出屈している。そしてその後，この都市で床塵を開業して成功している。彼
としては，本当は化粧品の製造と販売もしたかったらしいが，残念なことに，
当時は， I役者を除けば，化粧をする人はいたとしてもほんのわずかだった」
のだという CBasten:1的。そして 1908年の 10月には，さらに大きな可能
性を求めてロサンジェルスに移り住んだ。そこはたまたま劇場街の近くだっ
たため，役者の顧客が多かったことから，かつらやドーラン，さらに白粉，
ルージュ，クレンジング・クリームなどを扱う庖を聞くことになる。そして
1909年，有名な「マックス・ファクタ一社」を設立するのだ。
ちょうどそのころ，ニューヨークやシカゴやニュージャージーに拠点を置
いていた映師会社は，こぞって南カリフォルニアへと拠点を移し始めていた。
そのため，彼の庖の近くでも映画の撮影がひんぱんに行われるようになって
いた。そして，あるとき，彼は撮影現場を見に行く。そこで撮影を見学しな
がら，マックス・ファクターは俳優たちのメークに注目し，彼らが映画用の
メークで悩んでいる事情を知ることになった。当時，映画の俳優たちは，劇
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場用のドーランをそのまま使ったり，自然な肌の色を出すために自前で液体
を調合したりするなどしていた(たとえばヴァセリンと小麦粉，ラードとと
うもろこしの澱粉などを混ぜたものなど)。その苦労話を聞くに及んで，彼
は映画用のメーキャップの開発に乗り出すことにするのだ。
より多くの映商人が屈にやって来るようになると，マックスは彼らが
舞台用の化粧品とは異なるものを求めていることを知った。ドーランは
あまりにも材質が重かったのだ。劇場の役者は， 8分の lインチほどの
薄さでドーランを塗り，その上に白粉をはたかなくてはならなL、。乾く
とそれは固い仮面のようになり，ひびが入ることも少なくなL、。役者か
ら遠く離れた場所から観客が見ている劇場でなら，それでも問題にはな
らないだろう。しかし，映画のスクリーン，とりわけクロースアップの
画面では，それは役に立たないのだった。髪の生え際のひび割れすら見
えてしまう。役者が必要としていたのは，ひび割れることなく農かな表
情を見せられる化粧，仮面ではなくて，自然な顔の色合いを引き出して
くれる多様で微妙な色調の化粧品だった。 CBasten:23)。
元来，屈の経営よりも化粧品の開発やかつらの制作なと、に関心があったと
いう職人肌のマックス・ファクターは，その後，小さな実験室を作ると，劇
場用のドーランをもとにして，映画の撮影に十分耐えるメークの開発に時聞
を費やすことになる。そして 1914年に，彼は何ヶ月もの試行錯誤のあとで，
(それまでのような棒状ではなく)クリーム状のドーラン一一極度に薄く塗
ることができて粘着性もあり，表情にあわせて皮膚の上で柔軟に伸び，微妙
に色合いの異なる 1213のものーーを開発することになった。
興味深いのは，商品として発表する前に，マックス・ファクターが俳優の
へンリー・ B・ウォルソールをモデルにして何度も試行錯誤をくりかえした
ことだ。ウォルソールは，言うまでもなく，グリフィス監督の有名な映画
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「国民の創生J(1915)の主演俳優であり，当時の大スターだった。草創期の
映画業界と，創業したばかりの化粧品庖が，お互いに助け合いながら，技術
的な革新をしていったわけだ。
マックス・ファクターは映画だけでなく一般の化粧品でもしばしば新商品
を開発して化粧品業界の成長に貢献することになる。そして経営にすぐれた
息子たちの手腕もあって，その後のマックス・ファクタ一社は，東部や中西
部へも進出して大手の化粧品会社へと成長していく。その際には，ハリウッ
ドとの協力関係が大いに役立ったようだ。 1930年代から 40年代にかけての
ハリウッドの黄金時代には，マックス・ファクターは， リタ・へイワースや，
ベティ・デイヴィスや，キャサリン・へプノ〈ーンといった，当時の最高級の
スターたちの個性的な「ルックJ一ー髪型や髪の色や化粧の仕方などが合わー
さった何か を生み出すのにも貢献した。かくして，マックス・ファクター
は「ハリウッド御用達」の化粧品メーカーとして独自の地位と名声を築いて
いったのだった。
ところで，ここで一つ忘れてはならないのは，マックス・ファクターがア
メリカに移民してきたとき， r役者を除けば，化粧号をする人はL、たとしても
ほんのわずかだった」としサ事実だろう。化粧品の歴史一一少なくとも今の
ような大量生産される化粧品の歴史ーーとは意外に新しく，おそらく映画の
歴史と同じ程度のものなのだ。 1895年に発明されたサイレント映画が20世
紀の前半に発展するのと歩調を合わせるかのように，化粧品業界も 20世紀
の前半に大きく飛躍してきたと言える。じっさい，マックス・ファクタ一社
は，映画俳優のためのメークを開発する一方で，他社と激しく競争しながら，
リップ・グロス，ファウンデーション，アイ・シャドウ，耐水性の化粧品等々
の新商品を開発していったのだ。そして， 1910年代から 20年代にかけて，
化粧品業界全体が急速に成長し，大量の宣伝費をかけた大産業になっていく
のだ。
この急速な成長の背景に，女性の社会進出という社会の大きな変化があっ
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たことは間違いない。女性が家庭や近所の慣れ親しんだ狭い空間を出て，公
共の空間(パブリック・スペース)に出ざるを得なくなったことが，それま
での彼女たちの化粧に対する意識を変えることになったと思われるのだ。女
性の社会進出は，化粧の持っていた社会的な意味合いを大きく変えていくこ
とになる。
3 グリフィスの「化粧する女」とメークへの不安
先にも触れたように， 19世紀の末までは，化粧品業界は必ずしも現代の
ような巨大な産業ではなかったという。
アメリカの化粧品の歴史を扱った研究書『瓶のなかの希望一一アメリカの
美容文化の創造」によれば，慎ましい暮らしと勤労を美徳とするピューリタ
ン社会のアメリカでは，そもそも，化粧すること自体が好ましい行為と見な
されていなかったという。化粧，とくに口紅は，娼婦を連想させるアイテム
であり，上流階級の女性はもちろん，一般の素人の女性でも避けるべきもの
とされていたという。肌の健康を保つために工夫されたさまざまな民間の療
法一一卵や果汁などを使った素朴な美容法一ーは無害なものとして広まって
いたものの，顔に化粧をほどこすことは下品なことであり，階級や家庭によっ
てはご法度とされていたという。
じっさい，この当時は， I化粧する」をあらわす英語には“paint"という
言葉が使われていた。そして“paintedwoman" (化粧した女)と言えば，
しばしば「娼婦jの娩曲語として使われていた。とくに，宗教心の厚い人々
のあいだでは，神様に授けられた顔にペイントを施すことは，自然を歪曲す
ることであり，道徳的に許しがたい行為に他ならなかったのだ。今から考え
ると旧弊な考え方ということになるが，そういう道徳観が 19世紀までのア
メリカでは支配的だったのだという。
もちろん，女性が貴重な労働力として社会に出て働き始めるまで，若い女
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性には自分で自由に使えるお金はほとんどなかっただろうから，そもそも経
済的に化粧品にお金をかける余裕はなかっただろう。しかし，少しずつ化粧
が一般的になり始めても，それに道徳的に抵抗を覚える女性は少なくなかっ
たはずだO 普通の女性にとっては，化粧を試すというこ&自体が高いハード
ルだったのではないかと思われる。
そういった化粧に対する抵抗感あるいは女性の微妙な心情を描いた映画が
ある。 D.W・グリフィスの「化粧した女JCPainted Lady. 1912)だ。こ
れは一巻もの(今で言えば短編〉だが，巧みな演出で女性の繊細な心情を描
いており，興味がつきない。
物語はニ人の姉妹を対照させることで始まる。姉は真面目でヲ|っ込み思案
な性格で， Iアイスクリーム祭Jなる男女のふれあいの場があっても異性と
打ち解けることができず，部屋に51っ込んでしまう。一方，妹は快活な A性格
で，社交の場で男性たちに固まれて楽しげに振舞う。その妹は鏡の前で化粧
をしているときに，姉に「魅力的になりたかったらお化粧をしない、とだめよJ
とアドバイスする。しかし，厳格な教育を信じて育った姉はどうしても化粧
する気になれない。そのためにさらに悩んでしまう彼女。その姉の繊細な感
情を，主演女優のブランチ・スイートがじつにたくみに演じているのだ。
じっさい， 20世紀初頭に化粧品が出回りだしたころ，それを使うか使わ
ないかで'悩んだ女性は少なくなかっただろう。その一般女性の化粧に対する
抵抗感と微妙な羨望を，この映画の前半は，ささやかだがスリリングなドラ
マとして描いている。ピューリタン社会の伝統的な道徳観と，大衆消費社会
の新しく強い誘惑が，ひとりの若い女性のなかでせめぎあっているのだ。
結局，姉の前にも若い求婚者が現れ，彼女はいっときの幸せを味わう。し
かし，その男性が犯罪者だったことがわかり，彼女はいっそう精神的にまいっ
てしまう。映画のラストで，彼女は初めて白粉をつけてみる。だが，化粧し
た自分を鏡で見たとき，彼女の精神はついに崩壊してしまう……化粧品の流
行，パブリック・スペースへの女性の進出，男女の付き合い方の変化等，社
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会の大きな変化に彼女の心は耐えることができなかったのだ。
グリフィス研究者のスコ、y ト・シモンは， rグリフィスは，伝統的に数多
くの映画の技術やハリウッド映画の定石の『父親』と見なされてきているが，
「女性映画の父』とも呼ぶのにふさわしい監督でもある」と書いている
(Simmon: 68)。たしかに，この映画のヒロインの見せる繊細な心情は，そ
の後のハリウッドの女性映画の原点と言えるのではなL、かと思う。
そう言えば，グリフィスは同じ年につくった短編「ニューヨークの帽子」
(1912)でも，若い女性の悩める気持ちをたくみにドラマにしていた。これ
は化粧ではなく，かつて女性のお酒落の必須アイテムだった帽子をめぐる物
語だ。厳格な父親に育てられたヒロインは，いつも慎ましい地味な服装をし
ている。帽子も情けないほど流行遅れになった代物だ。そんな彼女が，帽子
屈のウインドウに飾られた最新流行の帽子を見て思わず魅入られてしまう。
ほとんど悲してしまう。もちろん，そんな賛沢品をほしがるのは，父親が教
えてくれた価値観に対する裏切りと言える。その帽子への思いと，虚飾への
抵抗感のあいだで揺れ動くヒロイン。後にハリウッドの大スターになるメア
リー・ピックフォードが，その若い娘の姿を可愛らしく，微笑ましく，そし
て悲しく演じている。ここでもグリフィスば，新しい社会の変化を前にした
女性たちの動揺を見事に描いていると言える。
グリフィスは，当時一般化してきた化粧品の持つ誘惑を見事に映像化した
と思う。そして伝統的な道徳観と新しい時代の価値観のあいだで板ばさみに
なる女性たちを美しく描いた。彼女たちの姿は，いつまでも記憶に残るもの
だ。ただし，その後 1920年代に入っていくと，サイレント映画のスクリー
ンを， rフラッパー」や「イット・ガール」などの新しい価値観を身につけ
た女性たちが閤歩するようになり，グリフィス的な識細なヒロインはいつし
か流行遅れの存在になってL、く。化粧品業界も，大量生産・大量宣伝の時代
を迎えて，化粧すること自体がもはや悪趣味なこととは見なされなくなって
いく。パブリック・スペースに進出して働き始めたことで，女性にある程度
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の経済的な余裕もできたことが背景としてあるだろう。
もっとも，化粧する女性を下品で悪趣味と見なすような価値観は，そうす
ぐには消えなかったのではなL、かと思われる。経済的な余裕のまるでない下
層階級だけでなく，上流階級や宗教心の厚い人たちのあいだでも，化粧を悪
趣味と見なすような考え方は残っていたようだ。
たとえば， 1923年に出版されてベストセラーになった流行小説『ステラ・
ダラス」では，愛娘を女手ひとりで育てるヒロインのステラは化粧好きな下
品な女として描かれる一方，別れた夫の上流階級の恋人は，化粧を好まない
女として描かれている。ステラはさまざまな化粧品を入れた小さな赤い草の
ケースを向、つも肌身離さず持ち歩いているJ。一方，父の上流階級の恋人
はそもそも化粧にあまり関心を持っていないのだ。ステラの愛娘が彼女に化
粧しない理由を尋ねると，上流の婦人はさりげなくこう答える一一「口紅や
白粉をつけるのを悪趣味だと感じる人もill:の中にはいるのよ」と。そしてこ
う付け加えるのだ一一「花ぴらに口紅や自粉をつけるのが悪趣味なようにねJ
(Prouty: 44)。
化粧をすることを俗物性の象徴と見なして，それとあくまで一線を画そう
という女性の強い意志。そんな意志もまた，魅力的な女性のあり方として，
化粧品が一般化というより必需品となった今も残っているように思われる。
4 1920年代一一化粧品と美意識の変化
1920年代に入ると，化粧品産業はビッグ・ビジネスへと急成長していく。
階級や地域や年齢層によって差はあったものの，外出の際に白粉をはたくこ
となどはこの時期にかなり一般的な習慣になったと言われる。高級品は専門
庖やデノfー トで，低価格の商品はセールスウーマンや通信販売などを通して
買えるようになった。化粧品業界は， 1920年から本格的な放送が始まった
ラジオのスポンサーになったり，新聞や雑誌に広告を載せたりして，大量宣
サイレント峡薗と化粧の新しい時代 25 
伝をおこなった。そして第二次世界大戦までに，階扱や地域や年齢層のなか
に存在した差もじよじょに埋っていくことになる。
話が少し変わるが，数年前日:本で，電車のなかなどの公共の場所で化粧を
する女性がいるとして駿替護庇を呼んだことがある。人前で化粧をするのは
「はしたなL、」行動だと輩壇を買ったわけである。昔の女性はそんな真似を
しなかったのに……と時代の変化安嘆く芦が聞かれた(ただし，作家の金井
美恵子氏は『目白雑録2J(朝日文庫)のなかで，谷崎潤一郎の「細雪」に
電車のなかでの女性の化粧の流行をめぐって登場人物たちが議論する場面が
あることを指摘し，それらの批判に根拠がないことを指摘していた〉。
しかし， ~瓶のなかの希望』によれば，すでに 1920 年代にも同じような議
論がアメリカで巻き起こっていたという。人前で化粧をしたり，乱れた化粧
をなおしたりする女性が後を絶たなかったからだという。
多くの女性たちが，化粧のテクニックぞこれみよがしにひけらかすこ
とに喜びを覚えた。年配の女性が粉末のパウダーを買う傾向があったの
に対し，若いフラッパーたちは人前でパフォーマンスをするためのファッ
ションの小道具としてコンパクトを使った。レストランや，通勤電車や，
映画館で化粧をして変身する姿は，注目を引かざるを得なかった。職場
でも， しばし英しさへの願望に身をゆだねるために，そして疑いなく休
息をとるために，彼女たちは会社の仕事を休止して，一日中鼻を白粉で
はたくのだった。女性らしい顔をつくる一方で，彼女たちはみずからを
あえて見世物にすることで，公共の場所をわずかなあいだだけでも自分
のものだと主張していたのである。 CPeis:186)。
著名な女性飛行士のルース・エルダーなども，着陸した飛行機から降り立っ
たときに最初にしたのが，コンパクトで顔に白粉をはたくことだったという。
この時期の若い女性にとって，化粧はもともとあった悪趣味なイメージをぬ
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ぐいさり，むしろ自己表現のための「ファッションの小道具」にすらなって
いたのだ。グリフィスが化粧をすることをためらう繊細な女性を描いてから
わずか十年で，化粧の持つ意味合いは変わってしまったと言えるかもしれな
L 、。
また， 1920年代は美人コンテストが流行しだした時期でもあった。
美人コンテストは， 5月 1日に聞かれる好例の 5月の女王選びから発
展してきたものだが， 1921年には壮観な「ミス・アメリカ・コンテス
ト」が始まることになった。そこでは，プロポーションの良さや，顔の
美しさや，魅力的な性格などが女性らしさの理想を決めることになった。
1930年までには，高校でも美人コンテストが催されるようになった……
(191) 
かつての厳格なアメリカ社会が内面の美しさを重視したとすれば，外商の
美しさが臆面もなく称揚される新しいアメリカ社会が出現してきたと言える
かもしれない。化粧品の大量生産，美人コンテスト，そして華麗なハリウッ
ドの女優たち……アメリカの美意識，美容の意味合いは，この時期に大きく
揺れ動き，それは現代にも通じていると言えるだろう。
ところで， この 1920年代のサイレント後期の映画に，モダンな若い女性
をヒロインにした有名な映i商『あれJI(It， 1927)がある。クララ・ボウ演じ
るデパートの売り子が，青春とファッションを彊歌しながら，デ、パートの社
長の心を射止めてしまうまでを描いたロマンチック・コメディだ。タイトル
の「あれJとは，ごく一部の人聞が持っている性的な魅力，人を惹きつける
磁力のことで，“ItGirl" (魅力的な女の子)という表現は， rフラッパー」
などとともに，この時期の若い女性をあらわす流行語になった。
この映画には，ニューヨークで働く若い女性が，創意工夫で変化しつつあ
る社会を生きる姿がコミカルに描かれている。コニー・アイランドの遊園地
サイレント映画と化粧の新しい時代 27 
でのデート，高級料理屈での食事……等の同時代の風俗も盛り込みながら，
その一方で，女手ひとりで志ん坊を育てている女友達をさりげなく登場させ
たり，高級料理屈に着ていくドレスがないため悪戦苦闘するシーンを盛り込
んだりするなど，当時の若い女性が置かれていた経済的な背境も伝えている
(じっさい，社会に進出し始めたこの時期の女性の給料は薄給だったと言わ
れている)。
この映画には，さりげないが忘れがたいシーンがある O デパートで売り子
として働くヒロインが，ある場面でとっさに同僚のコンパクトを借り，鏡で
自分の顔を確認する場面だ。 1920年代には，人前で化粧をしたり，化粧を
なおしたりする女性が増えて議論を呼んだことはすでに紹介したが，このエ
ピソードはそれを勢需とさせるシーンだ。そのあくまで自然な仕草を見てい
ると，化粧品がもはや過去の重い意味合いから解放されているのがわかる。
彼女の仕草には，化粧品に対する不安や過剰な羨望などはもはや感じられな
いのだ。
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